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Micro Focus

- 1976年 英国にてCOBOLベンダーとして設立
- 1984年 日本支社設立
- 2005年 ロンドン証券取引所に上場
- 2017年 ニューヨーク証券取引所に

米国預託証券(ADR) として上場
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Key Acquisitions

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

Compuware
Application Testing

AccuRev
Agile Software 

Delivery

Relativity Technologies
COBOL and 

PL/I development

Progress
Orbix

Novell, NetIQ, 
Attachmate
Identity, Access, Security

Host Connectivity

Collaboration

Performance Monitoring

Workload Management

Cloud Management

Borland
Application Lifecycle
Management & Testing

VisiBroker

Authasas
Advanced Authentication

Serena
Dimensions CM

Business Manager

Release Control

NetManage
Connectivity

Acucorp
ACUCOBOL

Hewlett Packard Enterprise
Software Business 
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マイクロフォーカス合同会社 概要

▪ 設立：1984年12月1日
▪ 所在地：〒107-6219 東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー19階
▪ 主要取扱製品：

- COBOL製品、エンタープライズ製品、モダナイゼーションツール
- 要件定義・要件管理ツール、開発支援ツール
- テストツール、構成・変更管理ツール
- 分散処理基盤 など

▪ マイクロフォーカスグループ 日本法人：
- 日本セレナソフトウェア合同会社
- ノベル株式会社 ／ ネットアイキュー株式会社

- マイクロフォーカスエンタープライズ株式会社（旧 HPE Software）
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開発支援
DevPartner

マイクロフォーカスのALMポートフォリオ

機能テスト / 回帰テスト
Silk Test

負荷テスト
Silk Performer

※Dimension CMのGUIは英語版となっていますが内部データは国際化言語対応されています。
※AccuRev - 日本国内での販売は、テクマトリックス株式会社の取り扱いとなります。

リリース管理
成果物配布

Release Control

Deployment
Automation

バージョン管理
構成管理

変更履歴管理
障害管理タスク管理 ビルド管理

構成・変更管理
StarTeam

ストリームベースの構成・変更管理
AccuRev / Dimensions CM

アプリケーションライフサイクルのプロセス管理
Solutions Business Manager

テスト管理
Silk Central 

テスト
要件管理

テスト
計画

テスト実行管理

テスト
結果管理

自動テスト実行 手動テスト
障害管理

ユーザ要求
RFP

実装
単体テスト

結合テスト
システム
テスト

設計要件定義 リリース

バージョン管理 構成管理 バージョン・構成管理
PVCS

静的解析 動的解析 カバレッジ分析パフォーマンス分析

6

要件管理
Dimensions RM



ChangeMan ZMF
IT 内部統制に最適な z/OS 環境のためのソフトウェア変更管理システム

ChangeMan ZMF は、メインフレーム向けの統合化されたソフトウェア変更 / 構成管理
環境を提供します。

▪ アプリケーション開発・変更のすべてのプロセスを包括的に管理することにより、メインフレーム開発に可視性とコント
ロールを与え、開発プロセスの合理化と、生産性の向上、メインテナンスコストの削減を促進します。

▪ 内部統制の重点項目である変更管理と承認プロセスを備え、自動化された開発プロセスが人的ミスなどのリスクを軽減し、
IT 監査への対応を強化します。

▪ 企業の貴重なソフトウェア資産の品質を向上させ、アプリケーションの可用性を高めます。

▪ 開発チームを、より生産性の高い組織へと導きます。
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ChangeMan ZMF の特長と利点

▪ 貴重なソフトウェアライブラリを保護

▪ RACF, ACF2, Top Secret インターフェースの提供

▪ 開発者のワークデータセットをバージョン管理

▪ 強力なリリース管理オプションを提供

▪ 自動化された反復可能な開発プロセスを促進

▪ インパクト分析とバージョン管理を実行

▪ 堅牢なリリース管理を提供

▪ 高速なバックアウト機能を提供

▪ リアルタイムの同時プログラミング通知機能

▪ Solutions Business Manager による Web ベースインタフェースに

対応

▪ オンライン監査トレイル機能

▪ 使い慣れた Windows Explorer インタフェース ( ZDD オプション )

▪ Eclipse 環境との統合 ( Eclipse オプション )

▪ アプリケーションの稼働率と信頼性向上

▪ ソースとロード間の整合性を保証

▪ 総合的インストールスケジューラを提供

▪ 夜間勤務に対応した緊急承認機能
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製品概要



ChangeMan ZMF 構成
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本番区画 開発テスト区画

ZMF開発パッケージ

ロードモ
ジュール

ベースライン
ライブラリ

Package X

Package Y
ロードモ
ジュール

開発者ワークエリア 開発者ワークエリア

本番状態資源

本番リリース単位
管理が望ましい

(1) 貸出

(２) チェックアウト、チェックイン

テストライブラリ
各種データセット

本番ライブラリ
各種データセット

(3) コンパイル済みモジュール配信

(４) 本番環境登録

(５) ベースライン更新



ChangeMan ZMF 処理フロー

Check 
Out

Edit/Compile
Unit Test

Freeze

Pre-Prod
QA

UAT
SIT

Approve

Install

Baseline

Production

Audit

Impact 
Analysis

Agile ready

Other

ソフトウエアのソース、ロードモジュール､ドキュメント、JCLその
他を１つのパッケージ（グループ）として管理



ChangeMan ZMF 処理内容

Check 
Out

Edit 
Compile 

Test

Freeze

Pre-Prod
QA

UAT
SIT

Approve

Install

Baseline

Production

Audit

Impact 
Analysis

Package1

∆s

Baseline 
repository

SRC
CPY

LOD

2

TSO/IS
PF

Eclipse
RDz

XML/S
OA

3

SIT
UAT

QA
LOD

LOD

LOD

6

✓

✓

✓✓

✓

✓7

8

9

10

1. パッケージ作成
2. ベースラインからチェックアウ

ト
3. 編集、コンパイル、単体テスト

4. Audit
5. Freeze
6. テスト領域へのプロモートと

テスト
7. テスト終了後、承認者による

承認
8. スケジューラがインストール
9. インストーラがコードを本番

化
10. ベースライン反映によりレポ

ジトリとバージョンを更新

DEVFRZAPRINSBAS

4
Audit 

Success

5

Agile ready



ChangeMan ZMF ワークエリア

• ChangeMan ZMF は、開発者毎に占有のワークエリアを提供

• 各自の占有ワークエリアにより、他の開発者がソースコードをオーバーライトしたり

、削除してしまうといった問題を回避
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変更
パッケージ

ステージング
ライブラリ

変更
パッケージ

ステージング
ライブラリ

ユーザー
作業ファイル

編集



ChangeMan ZMF プロモーションレベル

• ChangeMan ZMF は、複数のテストサイトを持つことにより、非常に柔軟な開発環境
を構築できます
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変更
パッケージ

ステージング
ライブラリ

プロモーション
単体テスト

結合テスト

システムテスト

プロモーション
レベル 2

プロモーション
レベル 1

プロモーション
レベル 3



ChangeMan ZMF - その他の機能

RAMP

現行リポジトリーの
自動移行

影響分析

Client
Pack

Eclipse-based IDEs

自動バックアウト

マージ ＋
リコンサイル

Enterprise Release 
Option

ERO

Staging Versions
ステージング
バージョン

z/Linux & USS

?

z/OS



自動化されたバックアウト

自動バックアウト

• シンプルかつ安全
• 権限ユーザーのみがバックアウト実行可能
• 本番コードを以前の状態に回復
• 開発およびベースラインコードを以前の状態に回復
• パッケージはBKOステータスに変わる

Standard feature of ChangeMan ZMF



変更の影響範囲を認識

影響分析

• 「上位」「下位」両方向への影響をレポート
• 重複チェックアウトを各ユーザーに通知
• コンポーネントの依存関係をリスト

• ソースが使用しているコピーブック
• コピーブックを使用しているソース
• ++INCUDE および –INC サポート
• メインプログラムが呼び出しているサブプログラム
• サブプログラムを呼び出しているメインプログラム

• 不整合の自動解決
• AUTORESOLVE 指定により関連モジュールを自動リコンパイル
• マージ＋リコンサイル (オプション) により派生コードを一本化
• Audit は不整合を解消しなければパスしない

Standard feature of ChangeMan ZMF

Agile ready



開発トラッキング

ステージング
バージョン

• 開発バージョン
• すべてのコード変更を回復可能
• 各バージョンを随時呼び出し可能
• 変更ログによる監査証跡の提供
• 同時並行開発のサポート
• ベースラインバージョンとの差分を保持

Standard feature of ChangeMan ZMF

Agile ready



新たなメインフレームプラットフォームでの開発

z/Linux & USS

?

z/OS

• 独自フォーマットを使用しない
• z/OS ファイルシステム
• z/Linux ファイルシステム (zFS)
• Unix Systems Services ファイルシステム (HFS)

• Websphere Application Server (WAS)
• Rational Developer and Test (RD&T / UPDT)

Standard feature of ChangeMan ZMF



現行レポジトリーの ChangeMan ZMF への移行

RAMP

現行リポジトリーの
自動移行

• 現行リポジトリーの自動マイグレーション
• コード
• メタデータ
• バージョン
• 関連付け
• エラー検知 (重複, コード不在, 不完全コード)

• 多様なフォーマットをサポート

• CA-Endevor
• CA-Panvalet
• CA-Librarian
• IBM-SCLM ( Cloud-9 と Breeze を含む )

• Condor
• 自家製（の多く）
• PDS および PDS/E

Provided by Serena Professional Services



派生コードを一本化

マージ ＋
リコンサイル

• 派生コードを原本とマージ
• 最高8バージョンを同時にマージ可能
• 独自ビジュアルのエディターで各バージョンを色分け表示
• 簡単な操作性 – ISPF Edit と同等

• 自動マージ
• 経験則に基づいてツールがマージの難易度を判断しカテゴライズ

• 低 – マージ可能
• 中 – マージ可能だがプログラマーによるレビュー推奨
• 高 – 提案はするが開発者による移行が望ましい

• 言語を認識しているため変更による矛盾は検知される

Optional feature of ChangeMan ZMF

Agile ready



エンタープライズ開発

Enterprise Release 
Option

• 大規模開発
• アプリケーションをまたがる変更管理
• 変更中バージョンの影響分析
• リリースをまたがるAudit実行

• エンタープライズテスト
• 下位方向の依存性をテスト
• コードの信頼性によりコンカチ順序を選択
• Eclipseクライアントからアクセス可能

Optional feature of ChangeMan ZMF

Agile ready



多様なプラットフォームでの開発

Client
Pack

Eclipse-based IDEs

• あらゆるプラットフォームでのメインフレーム開発

• Micro Focus Enterprise Developer
• Eclipseプラグインによる ChangeMan ZMFの操作
• Eclipseプラグインによる IBM Rational Developer for z/OS (RDz) 操作

• サポート対象

• Java
• C/C++
• レガシー言語 (COBOL, PLI, Assembler etc.)

• HFS, zFS as well as the z/OS file system and WAS
• 認証

• TSO logon-id を使用、ただし TSO リソースは不使用
• メインフレーム同様のビジネスルールを Eclipseベースの IDEに適用可

能
• 同期

• メインフレームを原本とみなす
• あらゆるライフサイクル処理は各環境で実行可能

Optional feature of ChangeMan ZMF



ChangeMan ZMF 変更管理の自動化

• ChangeMan ZMF は、インストール作業の自動化が可能

• 自動化により、変更管理から人手によるトラブルを排除
- 運用スタッフによる夜間作業が不要
- 手動による変更プロセスの手順漏れを解消
- 緊急変更時の手順漏れを解消
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ChangeMan ZMF が選ばれる理由 1

• 複数プロジェクトでの同時並行開発が可能
- 同じソースコードを複数の開発者が同時に編集

• M+Rによるソースコードの一元化
- 並行開発による変更内容を反映することが容易

• Micro Focus Solutions Business Manager と ChangeMan ZMF 連携により、オープ
ン系開発とメインフレーム開発の一元管理が可能
- メインフレームのリソースをオープン系システムで管理することも可能
- SOX法、JSOX法への対応
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ChangeMan ZMF が選ばれる理由 2

• ソース（コピーブックを含む）とロードモジュールの整合性を確保
- コンパイルは管理され、ロードモジュールとソース・コピーブック等との整合性をチェック

する機能がある。（Audit 機能）
- Audit を通らなければ､本番登録できない（Audit、Freeze 手順後､本番登録承認）
- 本番環境障害対応等で、開発中を追い越して本番に上がるケースを検知
- テスト済みの実行モジュールがそのまま本番登録される（リコンパイルが入らない）

• 同時並行開発を容易にする
- 並行開発には数の制限がない。テスト環境との対応関係が柔軟。
- チェックアウト（マスタからの貸し出し）時に並行開発有のメッセージ

• 整合性を取る範囲を、コンプレックスパッケージという概念でくくることが出来る
- 同時にリリースする案件をまとめ、コンプレックスパッケージとしてグルーピング
- 複数開発案件をまたがったコピーブック資源など、Audit 自動リコンパイル機能
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Endevorとの比較



Panvalet Librarian Endevor ChangeMan

Java support No No No Yes

WAS support No No No Yes

z/Linux support No No No Yes

Release management No No Limited Yes

Eclipse client No No Limited Yes

Admin ratio 1/100 開発者 1/100 開発者 1/50 開発者 1/250 開発者

File system 独自フォーマット 独自フォーマット 独自フォーマット IBM標準

API No No 独自方式 Open XML 

Integrated with open 
systems

No No No Yes

機能比較

28



アプローチ/コスト

▪ Micro Focus ChangeMan ZMF と CA Endevor では、変更構成管理に対して最終的に得られる
成果は同じですが、採用しているアプローチはまったく異なります。ChangeMan ZMF の優れ
たアプローチを理解し、組織にもたらされる利点をフル活用する上で、こうした違いを十分に把
握することが重要です。

▪ コスト削減
- 両製品の使用経験があるお客様からは、ChangeMan ZMF の導入により、CPU 要件の低減、生産性の向上、

製品化リードタイムの短縮、アプリケーション開発の高速化、管理業務の減少が実現したという報告があ
ります。両製品の使用経験があるコンサルタントからは、ChangeMan ZMF によって、管理とカスタマイ
ズの簡素化、プロモーションプロセスと承認プロセスの柔軟性の向上、コンパイルとリンクのタイムリー
な実行が実現したという報告があります。
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管理工数の減少

▪ Endevor から ChangeMan ZMF に移行したお客様からは、Endevor の方が管理に多くのコス
トとリソースが必要であったという報告があります。その理由の 1 つとして、Endevor ではア
ドオンツールが多数必要であることが挙げられます。管理者がアプリケーションの分類を行い、
管理対象のすべての項目についてインベントリ構造を定義する必要があります。さらに、新しい
テストエリアやプロモーションレベルの設定も、ChangeMan ZMF では迅速かつ容易に完了す
るのに対し、Endevor では時間がかかります。
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パフォーマンス

▪ ChangeMan ZMF のパフォーマンスは、Endevor より優れています。編集やコンパイルといっ
た開発者の標準的処理では、ChangeMan ZMF 内でも ChangeMan ZMF 外でも処理時間はまっ
たく同じです。

▪ Endevor では、ビルド作業を画一的なプロセスとして実行するため、コンパイル時間が非常に
長くなります。個別のジョブを並行して実行する機能（ビルドとコンパイルを同時に行うなど）
もありません。さらに、DB2 BIND 処理と CICS NEWCOPY 処理を開発プロセスの後段階でし
か実行できないため、導入時間がさらに長くなります。
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同時進行の並行開発

▪ 機能を個別に比較した場合、並行開発におけるChangeMan ZMF の利点が明確になります。
ChangeMan ZMF は同時進行の並行開発を想定して設計されているため、並行開発情報に関し
て即時のコミュニケーションが可能です。

▪ ChangeMan ZMF 開発機能
- 同時進行の並行開発をサポート
- 同時進行の並行開発で頻発する手戻りと非同期の問題を監査機能が防止
- 並行リリースをインテリジェントにサポート
- 地理的に分散した環境での開発にも対応

▪ Endevor は、同時進行の並行開発を想定して設計されていないため、この分野においては不利
と言えます。これは、コンポーネントのシングルサインアウトを想定して おり、並行開発に関
する即時コミュニケーション機能を備えていないためです。Endevor では、 追加のサインアウ
トで上書きと通知が必要になり、操作が煩雑になります。このため、CA はこの機能のデモに適
していません。
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プロモーションレベルの柔軟性

▪ ChangeMan ZMF の段階的プロモーションのためのチェックアウトは、ハブアンドスポーク方
式（空港ハブ方式）のアプローチです。このため、実装ごとに独自の要件に合わせて任意の数の
プロモーションレベルを柔軟に指定し、ビジネスニーズの変更に応じて、異なるエリアに直ちに
プロモーションをデプロイすることが可能です。

▪ Endevor では、直線的なライフサイクルプロモーションパスを使用します。このマッピングで
は、ライフサイクル内の各環境にエリアペアを割り当てることになります。その結果、「使い道
のない」エリアが作られ、プロモーションスキームに柔軟性がなくなります。Endevor の一般
的な実装では、3つのプロモーションレベル（開発、テスト、本番）と 緊急という単純なライフ
サイクルになります。
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チェンジパッケージ

▪ ChangeMan ZMF を使用する開発者がまずやるべきことは、空のチェンジパッケージを新しく
作成することです。所要時間は 30 秒程度です。このチェンジパッケージは作業内容を保存する
コンテナになり、ライフサイクル内で自由に移動できます。Micro Focus では、コードを修正
する場合、その権限が割り当てられている必要があるという考え方を採用しています。この割り
当ては作業コンテナと一致していなければなりません。

▪ Endevor では、自ら希望しない限り、チェンジパッケージを作成する必要はありません。
Endevor を使用する開発者は、いくつかのソースコードを用意し、そのコードを修正して、ラ
イフサイクル内で移動します。この場合、パッケージ使用者とパッケージ非使用者の間に不統一
が生まれます。この不統一はメンバーの数が少なければそれほど問題にはなりませんが、数百人
規模になると大変な問題を引き起こします。
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バックアウトとロールバック

▪ ChangeMan ZMF のバックアウトおよびリカバリアプローチは、Endevor のアプローチとは異
なります。ChangeMan ZMF は、あらゆる要素（ロードモジュール、コピーブック、ソース、
DB2資源など）の完全バックアウトを実行し、何が実行されたか確認できるように、そうした操
作を監査履歴ログファイルに記録します。ZMF の目的は、本番環境を可能な限り速やかに良好
な作業状態に復旧させ、さらに直ちに問題解決を開始できるポイントまでソースコードを復元す
ることです。

▪ 変更内容を回復しなければならない場合、Endevor はロードモジュールのみをバックアウトし
ます。ツールはソースコードには手を付けず、そのまま実行します。
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コードの手戻り

▪ ChangeMan ZMF には、コードの手戻りについて Audit（監査）と Freeze（フリーズ）という
2 つの機能があります。各機能の内容は名前が示すとおりです。Audit は、誰かがコードを更新
したことで自分の実行したコード変更が無効になっていないかチェックする機能です。ここで重
要なのは、Audit はいつでも実行できるということです。Freeze は、監査がクリーンな場合に
チェンジパッケージをフリーズする別個の機能です。

▪ Endevor には Cast（キャスト）という機能があります。Cast も、コードの手戻りを確認するた
めの状態チェックを行い、クリーンであればフリーズを実行します。ただし、Cast はいつでも
実行できるわけではありません。ライフサイクルが終了し、完全に完了する前にしか実行できま
せん。
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オープンスタンダード規格の採用

▪ ChangeMan ZMF は商用の規格を一切使用しません。変更が必要であれば、ISPF を使用します。
ChangeMan ZMF のインターフェイスは非常に直感的で覚えやすいため、トレーニングコスト
を低く抑えることができます。管理者は直ちに快適な環境が得られ、Endevor から
ChangeMan ZMF に変換する負担を軽減できます。

▪ Endevor は、ISPF などのオープンスタンダードを使用せず、商用のライブラリ管理システム
（Elibs）とともに独自のビルトイン言語をプロセッサで使用しています。
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長時間にわたる導入およびカスタマイズプロセス

▪ Endevor はインストールプロセスがシングルスレッドで実行されるため、インストール処理に
要する時間が必要以上に長くなります。さらに、商用アーキテクチャ上に構築されているため、
プロセスのカスタマイズにも非常に時間がかかります。
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作業エリア

▪ ChangeMan ZMF は、プライベートな開発者作業エリアを作成し、維持します。この独自の作
業エリアは、開発者ごとに動的かつ臨機応変に作成されます。サイズは自動調整され、使用され
なくなった作業エリアは削除されます。

▪ Endevor では、複数のプログラマが同じ作業エリアを共有することができるため、意図しない
上書きやコード損失が発生する場合があります。
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ブランチとマージ

▪ ChangeMan ZMF は、特許取得済みの 8 方向マージ（M+R）を提供します。この機能により、
開発者は先祖（原型）を分析してマージし、最大 7 つの派生バージョンを維持できます。さらに、
稼働中の複数のバージョンもマージできます。

▪ Endevor は、3 方向のマージによって、1 つの先祖（原型）と 2 つの派生バージョンを維持し
ます。
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画面サンプル



複数のインターフェース

◼ 3270 TSO/ISPF
◼ Windows エクスプローラ
◼ RDz/Eclipse
◼ HTML (SBM 連携)
◼ 電子メール
◼ XML

- TSO 
- Batch
- COBOL, PLI
- Assembler
- REXX

---------------- CMN 5.1.0 Primary Option Menu  SYS(5) -------- INIT Complete 

OPTION  ===> 

1 Build    - Create, update and review package data                         

2 Freeze   - Freeze or unfreeze a package                                   

3 Promote  - Promote or demote a package                                    

4 Approve  - Approve or reject a package                                    

5 List     - Display (to process) package list                              

6 Reports  - Generate Change Man batch reports 

A Admin    - Perform administrative functions                               

B Backout - Back out a package in production                               

C M+R      - Merge and Reconcile (formerly CDF)                            

D Delete   - Delete or undelete a package                                   

L Log      - Browse the activity log                                        

M Monitor  - Monitor internal scheduler or packages in limbo                

O OFMlist - Online Forms package list                                      

Q Query    - Query packages, components and relationships                   

R Revert   - Revert a package to DEV status                                 

T Tutorial - Display information about Change Man                           

X Exit     - Exit Change Man                                                

Press ENTER to process; enter END command to exit.                             

2      aB 02/015

_
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画面サンプル（Create Package)
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画面サンプル（Audit Package)
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画面サンプル（編集/3270)
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画面サンプル（編集/Eclipe)
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画面サンプル（編集/Eclipe)
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画面サンプル（コンパイル)

アプリケーション／コンポーネント単位でのコンパイルオプション指定



同時開発中のパッケージを自動検出

▪ 同時並行開発を行っているパッケージを自動的に検出
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マージ＋リコンサイル (M+R)
最大8方向のファイルマージをサポート
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